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 ９月 10 日，中央教育審議会は，中間報告「食に
関する指導体制の整備について」を公表した。前号
で案の段階で一部紹介したが，本号では，中間報告

が提言する“栄養教諭”について取り上げてみよう
（中間報告の全文は文部科学省ＨＰ「パブリックコ
メント」欄に掲載）。 

正式答申をまって法令改正か 
 中間報告は，子どもたちが望ましい食習慣と自己
管理能力を身につけ，自らの健康を保持増進してい

ける能力を培っていくために，食に関する指導体制
の整備が急務であるとし，新たに「栄養教諭」の創
設を提言している。 

今年末には答申が出る予定だが，文部科学省は，
答申をまって，栄養教諭の創設に向けて法令改正に
踏み切る方針のようだ。 

 では，栄養教諭とはどのような職務を行い，どの
ように位置づけられるのか。この点について中間報
告は，次のような構想を示している。 

(1) 栄養教諭の職務 
 栄養教諭の職務は，「食に関する指導」および「学
校給食の管理」とする。 

 まず，「食に関する指導」としては，①個別的な
相談指導と，②教科・特別活動等における教育指導
がある。個別的な相談指導には，たとえば，偏食傾

向のある子どもや肥満傾向のある子どもに対する指
導・助言などがあり，また，教科・特別活動等にお
ける指導としては，家庭科や保健体育科をはじめ，

関連する教科における食に関する領域や内容の指導
がある。 
 次に，「学校給食の管理」としては，現在，学校

栄養職員が行っている栄養管理や衛生管理，検食，
物資管理等が重要な柱となる。 

(2) 栄養教諭の資格 
 栄養教諭には，学校栄養職員と同等以上の栄養に
関する専門的知識・能力に加え，児童・生徒の心理

や発達段階に配慮した指導ができる資質が求められ
る。これらの資質を制度的に担保するため，栄養教
諭制度の創設にあたって，新たに栄養教諭の免許状

を創設する。 
 その際，栄養に関する専門性については，原則と
して，管理栄養士の資格に相当する程度の専門性を

確保するよう制度設計を考慮すべきである。また，
教育に関する資質については，養護教諭の例を参考
とし，教職に関する科目の履修を課すことを検討す

る。 
(3) 栄養教諭の身分・配置等 
 栄養教諭は教育職員として位置づけられるものと

し，公立学校の栄養教諭については，教育公務員特
例法を適用する。栄養教諭制度の創設後も，栄養教
諭と学校栄養職員が並存することが予想されるが，

栄養教諭制度創設の趣旨に照らし，将来的には，学
校栄養職員の資質を高め，栄養教諭への移行を促進
する。 

 栄養教諭の配置については，学校給食の実施その
ものが義務的なものではないこと，現在の学校栄養
職員も学校給食実施校すべてに配置されているわけ

ではないこと，地方の自主性を尊重することなどに
かんがみ，その配置を義務的なものとはせず，設置
者の判断に委ねることとする。 

（ひしむら・ゆきひこ＝国立教育政策研究所名誉所員） 

★2 学期からの生徒指導に！ 
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